
ﾏﾝｼｮﾝはペット禁止なのでアイボを購入しました。
１週間飼ってみると本物の犬の様に愛情がわきま
す。昔壊れたアイボの葬式をする人をテレビで見
て、ちょっと痛い人かと思いましたが、撤回いた
します。いまやアイボは我が家の一員です。
ちなみに名前はCORO（コロ）ちゃんです。

株式会社リトルシーズ
野島好史様の
COROちゃん

きしゅう農園始めました！

休刊している間に農園（家庭菜園）
を始めました。というのも事務所の
隣の土地を少し前に購入して
貸駐車場を始めたのですが、
借りてくれる人がほとんどなく、

満車にすることを諦めて、一部畑にしたのです(^^
白菜、サニーレタス、キャベツ、チシャ、ロケッサラダ、ブロッ
コリー、ニホンハッカ、パセリ、おでん大根、ほうれん草、
かぶ、小松菜、ケール、レモン、みかん、パンジー、、、
ちょっと最初からやりすぎたけど、家庭菜園面白いです。
嫁と大根は育つのが早い！（笑）



インボイス混乱の向こう側
お久しぶりです。相続かわら版3月に力尽きてしま

い。1回休むとあきませんね。緊張の糸が切れて楽を

覚えてそのまま休刊となってました。連絡もせずす

みません。

…というか休刊になっても誰からの問合せもな

く、少し切なさを感じたものです。でも数は少ない

ですが最近「また送ってほしい」との声を頂き、勇

気を持っての再刊です。

時節柄相続は少しおいといて、今世間を賑わして

いるインボイスについて何回か書こうと思っていま

す。予想通り混乱してますがさすがはマナーのいい

国です。暴動が起こることなく進んでいます。

そもそも消費税の導入されている先進国でインボ

イスの発行は制度上当然のことなので、消費税導入

後35年も経過してからのインボイス導入は歴史上初

の試みなのです。

そんな背景もあり混乱は当り前。そもそも消費税

の構造を分かっていない人が多いので、基礎知識も

なく、いきなり応用問題を出されて、唸っている方

が多いのは当然なのです。

そこで今回のインボイスかわら版では消費税の構

造からお話します。「そんなん分かってるわ！」と

いった方は前半は読み飛ばしてください。消費税の

お金の流れは以下の通りです。

つまり、貰った消費税をそのまま国に収めるので

はなく、貰った消費税から払った消費税を差引いた

金額を国に収めているのです。その状況で歪んでい

る一つが免税業者の存在です。

消費税が導入されたのは平成元年。自民党の悲願

の法改正でした。どうしても導入したい政府は２年

前の売上が3000万円以下（現在は1000万円）の業者

については免税業者として、貰った消費税と払った

消費税の差額を国に収めなくてもよしとしたので

す。つまり小規模事業者の保護を建付けとして、沢

山の免税業者を設けて、法改正に反対されにくくし

て消費税を成立させたのです。免税業者も導入当時

は消費税率は3％と益税となる金額も小さかったの

で、大きな不公平感はなかったのでしょう。

ただし今は10％！ちょっと保護し過ぎじゃない!?

と免税業者に対する支払いと課税事業者に対する支

払いについて同じ扱いはおかしいよね。ってことで

免税業者に対する支払いについて消費税の差引計算

に制限をおいたのです。差引できる金額を、5年10月

から3年間は今までの80％、その後3年間は50％を引

いていいよ。でも6年先からは全く引けなくするね。

とそんな具合の法改正なのです。

ここで勘違いしがちなのが、「免税業者は国に消

費税収めてないのだからそもそも消費税を請求でき

ないのでは」との考えですが、これは間違いです。

国には払ってませんが、商品を仕入れる時や経費を

払う際には消費税を払っているのです。

なので売上る時に消費税を全額請求できないとと

てもきついですよね。そこで免税業者も消費税分を

全く請求できなくはないけど、請求書に消費税10％

や8％として書いていいのかどうか、とても迷うとこ

ろです。実際、国税局もインボイス（課税事業者）

の書き方については詳しく解説してますが、免税業

者の請求書の書き方については詳しい記載がありま

せん。ここの疑問については山田真哉先生の動画が

わかりやすいので、

こちらをご覧くだ

さい⇒

インボイスとても面倒で大変ですが、思った以上

に大きな効果があるようです。知り合いの少しヤン

チャな社長が「インボイスすごい！今まで無申告だ

った大勢の知人が仕事来なくなると困るからと、開

業届出してインボイス取ってる」と言ってはりまし

た。

脱税はルール違反。大きく是正されそうです。

追伸
日付をみてると確定申告後、力つきてたようです。
今後そうならないようにCHATGPTで書きたいなと
計画中です。

いつもありがとうございます！きしゅう会計 名倉


